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1 ．研究構成員

学内研究者 ：

森 田明、土屋勝彦、ポ ガチ ュ ニ ク （本学前期客員教授、ベ ル ガモ 大学）、ク バ チ ェ ク （本学後期

客員教授、批評家）、オ
ー ヴン デ ン （本学客員研究員、ノ ッ テ ィ ン ガ ム 大学）

学外 研究参加 者 ：

ハ レ ン ス レ
ーベ ン （東京大学文学部講師）、シ ュ マ ッ ツ （オース トリア詩 人 ・批評家）、ウイ ヴァ

リ
ー

（オ
ー

ス トリア詩人）、ル プ レ ヒ タ
ー （東京都立大学教授）、フ ォ

ー
グル （慶応大学助教授 ）、

メ ナ ッ セ （オ
ー

ス トリア 作家 ・批評家）ほ か

2．

2001年 4 月

2001年 6 月

2001年 10月

2001年11月

2001 年 12月

2002年 1 月

2002年 2H

2001年 3 月

2001年 3 月

研究会 ・講演会 日程 （会場　　　　　　　　 お もに名 古屋 市立大学に て ドイ ツ 語を使 用 した）

シ ュ マ ッ ツ 「新た なポエ ジ
ー

を求め て 」

ポガ チ ュ ニ ク 「ベ ル ン ハ ル ト文学の 特質
一作品 『原因』を 中心に 」

土屋 「現代オース トリア にお ける言語実験的文 学」

現代文学ゼ ミナール 「ロ ーベ ル ト ・メ ナ ッ セ ・シ ン ポ ジ ウム 」

ク バ チ ェ ク 1現代オ ー ス ト リア 文学に お け る 日本像」

ウィ ヴァ リ
ー 「コ ン ピ ュ

ー
タ技術 と現代 ポ エ ジーの 方法論」

ハ レ ン ス レ
ーベ ン 「メディ ア論か ら考察 した 『魔の 山』解釈」

オ
ー

ヴン デ ン 「ライ ヒ ャ ル ト作品 にお け る言 語 と暴力 の 諸相」

研 究総括 会

3 ．研究成果概要

　オ
ー

ス トリア 現代文 学を中心 に、言語 と身体の 相関性 の 問題 、物語性 の 復興 、新た なポ エ ジー

へ の 模索 、 メデ ィ ア論 的作 品解釈 の 諸問題 、モ チ
ー

フ 分析 などを共 同討議 した。死 と饗宴の モ チ

ー
フ にお い て

、
オ ー

ス トリア へ の 社会批判 と罵倒の 響き が 自己増殖す る よ うな文体 を特 徴 とす る

ベ ル ン ハ ル ト文学、文字言語の 限界 を突破する 視覚的聴覚的言語 へ の 志 向性 を持 ち っ っ 、言語 自

体が身体性を獲得 して い くシ ュ マ ッ ツ の 詩 世界、異化操作や モ ン タ
ージ ュ 、コ ラ

ージ ュ 、開 か れ

た構造性 、詩作方法 の 自己提示 を特徴 とす る ウィ ヴァ リー
の 前衛詩 とパ フ ォ

ー
マ ン ス ・ア ー ト、

相変わ らず理 想化 され た エ キ ゾチズ ム や誤解 に基づ く日本像 が散見 され る ハ ン トケや ゲ ル ハ ル

ト ・ロ ー トの 日本モ チーフ 、逆に 等 身大 の 日 本像 に 近 づ こ うとす る作家た ち の 新た な試行作品 、
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言語 と沈黙の 狭 間 に出現す る暴力 の 諸相 をフ ェ ミ ニ ズ ム 的な視点か ら展 開 し 「過 去 の 克 服 」 に連

関 させ る ライ ヒ ャ ル トの 作品世界、 トーマ ス ・マ ン の 『魔の 山』にお け る蓄音機 と絵画の 意味 を

現代メデ ィ ア 論 か ら考察 した現代文 学解釈 の試み 、など多様な報 告が な され た 。 共同 の 成果 と し

て は、オ
ー

ス トリア 現代 文学 とい う枠組み を超え て 、多様化する現代文 学 の 諸相 と新たな アプ ロ

ー
チ へ の 試行 に つ い て 共通 の 認識 を得た こ と、そ して 21世紀に 向か う文 学表 現 の 可能性 に つ い て

も理解を深 め られ た こ とを挙げた い 。学内外 の 共同研 究参加者に こ の 場 を借 りて お 礼を申 し上 げ

る。とくに シ ュ マ ッ ツ 氏 、メ ナ ッ セ 氏、ウィ ヴァ リ
ー氏な どオ

ー
ス トリア の 現代作家、詩人た ち

に心か ら感謝 申し 上 げる。

（文責 ：土 屋 ）

4 ，各報告概要

フ ェ ル デ ィ ナ ン ト ・シ ュ マ ッ ツ 報告 と朗読

　詩の リズ ム 、権力 に向か う姿勢、現代 へ の 批判精神 を、それ ぞれ シ ュ トラ ム 、マ ンデル ス タ ム 、

ヤ ン ドゥル か ら学び取 っ た こ とを表明し、それ らの 基本的な詩人 とし て の 姿勢か ら詩の 革新 を目

指 した報告者 （シ ュ マ ッ ツ）は 、現実の 認識、理解、構造化の プ ロ セ ス を根源的に問い か け る詩

人 で あ り、主 体 と社会 の 観点 にお い て 、身体と言語、そ して 思想 の 関係 を芸術的に探求す るモ デ

ル ネの 前衛運動の
一

翼を担 っ て い るc ダダイズ ム や シ ュ ル レ ア リス ム 、 コ ン ク レー
トポ エ ジー

の

系譜 を受 け継 ぎなが ら、意味性か らの離脱 よ りも、社会的な文脈 やメ ッ セ ージ性 を異 化 された詩

的言語 （ロ ーカ ル な方言か ら抽象化 された言語）に包み込 み 、それ をさらに視覚的、聴覚的な共

鳴空間 （身体的な言 語 空間） へ と変容す る こ とで 、従来 の 文学的言語 規範を打破 し新た な表 現 の

可能性 を拡大 しよ うとす る ． そ の 際に重 要 とな る の は 、内的なプ ロ セ ス な い し情況 とい うコ ン セ

プ トで あ り、思 考は決 して 言 語構 造に 還 元 され る の で はな く、思 考や感情、知覚 と言語 表現の 双

方か ら由来す る心的プ ロ セ ス に規定 され る。

グス タ フ ・ア ドル フ ・ポガチ ュ ニ ク報告

　そ の ス キ ャ ン ダル 性 の ゆ えに、
“
Die　Ursache

”
『原因』は ベ ル ン ハ ル ト作品 の 中で は，珍 し くベ

ス トセ ラ
ー

とな っ た作品 で あ る 。 自伝小 説 5 部作の 巻頭を飾る こ の 作品 は 、そ の リ ア リ ス テ ィ ッ

ク な描写 に よ り多 くの 読者を獲得 し た。同 時期に発 表 され た 「哲学的な」 小説Korrekturと比 べ る

と読みやすい の もそ の
一

因で あ っ た。 こ の 作品 の 意咲は歴 史的事実 の 文学的な普遍化 に あ る。舞

台とな っ て い るザ ル ツ ブ ル ク は 、ホ フ マ ン ス タール 以来の 世界的演劇都市 （ザル ツ ブ ル ク祝祭都

市） と して有名 な美 しい 景観 を持 っ た都市であ るが、ベ ル ン ハ ル トはそれ をナ チ ズ ム とカ トリッ

ク が教育シ ス テ ム と し て 同様に 機能 し た 戦争犯罪都市 と し て 断罪する。空 襲を受 けた戦中 の ザ ル

ッ ブル ク 体験 は 、ベ ル ン ハ ル トの 心 に 大 きな トラ ウマ と な っ て 残 り、忘却 に逆 ら う記憶作業 と し

て こ の 作品 に着手 した の で あ る 。 空爆 され た街 の 描 写 は擬人化や動物に凝せ られ たオ
ー

ソ ドッ ク

ス な身体的描写 と な っ て い る 。こ う し た 屠殺 や窒息 の メ タ フ ァ
ー

は ベ ル ン ハ ル ト作品 に頻出す る
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モ チ
ー

フ で あ り、彼の 個人的な経験に 基づ い て お り、そ れが 防空壕で 身を寄せ 合 う人 々 の 無力感

へ と拡張されて い る。少年時の感情は 、もはや 当時の 感情を再現 して い る の で はな く、距離 を持

っ た語 り手 の 現在 （30年後）か ら再 構成 され る。
こ の よ うな少 年 の 素朴な恐怖感情と後年 の 審美

的距離化 と い う語 り の 亀裂が 見 られ る 。 （自伝 小説 の 文学的系譜か らみ て 、
こ こ にベ ル ン ハ ル ト

文学の 新 し さがある。）空襲で バ ラバ ラに され た人形 の 手 が子供の 手 へ と変容する シー
ン に は子

供の遊 びとパ ラ レ ル に置かれ た大人 の 戦争 の 遊び が揶揄 され 、 重ねあ わ され た観念遊戯が 見 られ

る が、こ れ は そ の グ ロ テ ス ク な残 酷 さにお い て エ ル ン ス ト ・ユ ン ガ
ー

の 戦争小 説を想起 させ る 。

前半部の お よそ 3 分の 2 は破壊 と死 の 諸形象 の 絶 え間な い 凝集 と高揚に満 ち て い る。つ ま り駅前

に並 べ られた 死体の 列 、祖母 との 墓参 りに よる死 の 光景 へ の 馴 化 （メ ラ ン コ リーの バ ロ ッ ク的ア

レ ゴ リ
ー

と結び つ く）、語 り手 の メラ ン コ リ
ー

を奏で る楽器た る ヴァ イ オ リン の破壊 、空襲 、学

校寄宿舎の 寝室崩壊、そ して最後 に こ うした経験が合葬墓 の 形 象に焦点化 して い くの で ある。こ

うした根源 的な犯罪 と して の 戦争の 凄ま じさ、っ ま り破壊 された美 し い街の 黙示録的なタブ ロ
ー

の な か に 、 生 き延び るカの 諸形象が 現出す る。ベ ル ン ハ ル トの 全作品にお い て見 られ る こ の 最後

の 形象、つ ま り死 の 攻撃に対 す る生 の 詩 的な符牒が現出 し て い る。戦争直後語 り手 が庭師 として

働 き始 める話 にお い て 、こ の 職業 こ そ自然な生 を維持する形象で あ り、死 をもた らす猟 師 と対峙

し て い る 。 前半部は寄宿舎の 破壊で 終わ っ て い るが、彼 ら生徒た ち 自身 、 大 ドイ ツ の 人間教育な

い しは人 間否定教育の 諸規則に 従 っ た国家 フ ァ シ ズ ム 的サデ ィ ズ ム的な教育原 理 に よ っ て 破壊 さ

れ て い る 。 また 、寄宿舎寝室 の 破壊 （および寄宿舎長グ リュ
ー

ン クラ ン ツ の 失 脚）は トラ ウマ の

期限の 抹消を意味す る。

土屋 勝彦報告

　現代オース トリア にお ける言語実験派詩 人た ちは、言語を省察する過程で 、統語論的文法論理

的に方 向付けられた言語規範か らの 抽象化 を実作上可能 な ら し め 、抒情主体の 現実経験とい う、

伝達手段 とし て の言語 の 本質か ら決 別 した。こ うした抽象化に お い て 主体 の 言 語的 自己同
一

性 は

完全に 消失す る。そ して、伝統 的 な言語規範 へ の 関連に お い て は 自己同
…性が 失われ るかわ りに，

言語遊戯的な作業形式が実現 され る 。 こ の 形 式運動は 、80年代半 ばの ア ナ グラ ム 的な詩 作に代表

され るよ うに、意識的に粉砕 された 言語に よ っ て 、言語規範 の 彼岸 にある、異 な っ た 自己 同
一

性

探求 と知覚作業 を続けて い っ た 。 こ うした意味にお い て、言語 の 解体傾 向は、否定 的な実相 と し

て で は な く、硬直化 し た言語 観ない し価値観 に 対す る 反抗 と し て 、変容 し た 意識形式 に向 け られ

た 。 言 語 実験的な書法の 本質的な機能は言 語批 判 とい う形 式 で あ り、言語 自体に 内包 され る意識

内容 と し て の 認識 批判 と社会批判 を目指す。 こ うした過程 で 人 々 の 持 つ 世界構想や主体構想 が言

語的に 条件付 けられ て い る こ とを提 示す る こ とが必 要不 可欠 となる。言 語 の 創造的使用 に よ っ て

言語的思想的規範化 へ の 強制 か ら逃れ る こ とを 目指 した結果、言語実験詩は、純粋に芸術的に規

定され うる立場 か ら も逃れ え た の で ある。現代 の 言 語実験派 の 作家た ち は 、従来哲学的、認 識批

判的諸科学に残 され て い る諸領域に 対 して 、言語批判的、意識批判 的に方向付 け られ た言語操作
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を 目指す ．こ うした総合 的 な連 関を考慮 しつ つ 詩作 へ の 理 解を広 げる こ と に よ っ て ，言語的 ない

し言語 分析的な諸努力 の 理性的な評価を行 う基礎が築かれ る。言語実験的な諸傾向は、言語 との

格闘 と して 、そ して 科学お よび科学的認識 へ の 関心 を超えた問題 系 とし て 理 解 され うる。 しか し

そ こ には芸術 i 」二主義的な前衛詩 運動 の 限界 も存在する 。

マ ル テ ィ ン ・ク バ チ ェ ク報告

　現代文学にお ける 日本像 の 形成 を検討 し分類す るた めに 、 まず様 々 の テ ク ス トの ジ ャ ン ル 分け

と選択を行 っ た。その 結果、旅行記や エ キゾチ ズ ム 現象、冷静な観察対象、審美化 された知覚像、

文学形式 の 転用の 試み 、挑発的な通俗小説の 点景等 々 と して の 日本像が確認 で きた。最近 の 日本

小説は 、 さらに新た な傾 向を見 せ て い る。例 えば ゾペ テ ィ の 『い ちげん さん 』で は、外国人 男性

と 日本 女性 とい う伝統的エ キ ゾチ ッ ク な関係形式 を逆転 させ 、日本 文学に通 暁 した 外国人 男性が

盲 日の 日本人女性 を 日本 の 文学伝統 へ と導い て い く。こ うし た例外 的な作品 を除けば、全体的に

は やは り、最近の テ ク ス トも上 述 した異国的趣味的なク リシ ェ
ーに 陥 っ て い るもの が 多い

。 例 え

ば ハ ン トケ の 降雪の 「こ まやか さ」 とか 、ゲル ハ ル ト・ロ
ー

トや ノ
ー

テ ブーム の 描 く誘惑的な 日

本女性像など で あ る。こ うした 西欧的な願 望像た る規範 へ の反例 と して は、ブル ッ クナ
ー

の 青少

年図書ベ ス トセ ラー 『サダ コ は 生 きよ うとする』、 ライ ヒ ャ ル トの 小説 『ア マ テ ラ ス の 微笑』、
マ

イ レ カ
ー

の 詩に 現れ る北斎像な どを挙 げる こ とが で き よ う。 とくに マ イ レ カ
ー

の 小 品 で は 、日本

を経験 した こ とが ない に もかか わ らず 、日本 的な感情を数行 の うちに凝縮 し て い る 。

り
一

ス ル ・ウィ ヴァ リ
ー報告 と朗読

　ク バ チ ェ ク氏 に よる作品お よび詩人 の 紹介の あ と、ウ ィ ヴァ リ ィ は作品Im　Wahrheitsraum『真

実空間』 を朗読 した。テ ク ス ト朗読 の 後、自作の CD も
一

部鑑 賞した 。 彼 女 の 詩法は、写真、音

楽、テ ク ス トとい う三領域を コ ン ピ ュ
ー

タ に よ っ て 統合す る とい う特徴を も っ て い る。その プ ロ

セ ス は、異化作用、モ ン タ
ージュ 、 コ ラ

ージ ュ 、構造の 開放性、行動様 式 の 可視性 とい う前衛的

な書法か ら生まれる。当該作品は、真実空間 に住む 市民の 独 自で は じま り、記憶、意識、行為、

意味作用 、知覚、身体 、自然 と反 自然 、 社会 と権利、文明 と欲動 、運動、生と死 、風景 、経験、

牧 歌 と い っ た モ チ
ー

フ が重奏者 の よ うに点景化 され て い る 構造 を持 っ て い る。叙情主体 も ich，

du，　 sie と変転交替 しつ つ 、そ の ア イ デン テ ィ テ ィ へ の希求 が拡 散 して い き、同定で きな い 、と

い うよ り同定 を拒絶 し て い る よ うに 見 え る。メ
ーセ ージ性 は断片化 され て 統

一．．一
した磁 場 を持 たず、

コ ラ
ージ ュ 風 の 構成 の うちに カオ ス 空 間が 現出す るイ メ ージが残 る 。 い わ ばバ ー

チ ャ ル リア リテ

ィ と現実 との 狭間に た ちつ くす tH代 人 の 脳 内空間をそ の ま ま写 し取 っ た よ うな意識 の 流れ と感覚

で あ る 。
こ うした前衛的に 手法は 、以前来 日 し、当研 究会で も朗読会を行 っ た Bodo　Hel1の 詩 的

世界 に通 ず る。討論で は 、断片性 の ゆえ に統
一

的 な世 界像 を結ぶ の が 難 し い と い う感 想や 、「真

実の 私 」 とは 何か を め ぐっ て 疑問 が 出 され 、反社会的で あ っ て も 「感 情 の 重荷か ら解放 された 」

強 き 自我 こ そ真実で あ り、芸術家は そ うし た 予見の な い 純粋 自我 に よ っ て製作す るた めに、 「死
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ぬ権利」 を持 つ 「第二 の 意識状態」 に おい て 真実の 自分を見出す との 回答が あっ た。重層化 され

た叙 1青主体 の あ りよ うをめ ぐ っ て の 質問 も出 され たが 、 ウ ィ ヴァ リ
ー

氏は創作者で あ り 、 解釈は

読者 に委ね るタイプ の 作家で あ り、明確な回答 はなか っ た。 しか し、こ うした前衛詩人 の 活動 の

現場 に 立 ち会 う経験は貴重で あ っ た。

マ ル ク ス ・
ハ レ ン ス レ ーベ ン 報告

　 トーマ ス ・
マ ン の 作品 『魔の 山』の 時代的背景 と作品成立 史の 紹介の あ と、技 術メデ ィ ア と し

て の 音楽 とい うテ
ーゼに 即 して 、文化 技術 と して の 音楽 （反 フ ラ ン ス 文化、反 ヴァ

ー
グナ

ー
、死

とデ カダ ン ス ）、サ ン プ リン グの 技術 （モ ン タ
ージ ュ 原理 、フ ラ ン ス の モ デ ル ネか ら代 表 的 ドイ

ツ 性 へ ）、モ チ
ー

フ 技術 と して の 音楽 （ロ マ ン 主義 との 反語的 な対決 、没落 の シ ン ボ ル と して の

『菩提樹』、 シ ン フ t ニ
ー

構造、音楽と思想の 複合体、死 へ の 親近性）、物語る技術 とし て の 音楽

（音楽技術 の 文学 へ の 援用 、つ ま りライ トモ チ ーフ を 直感像的な記号 レ ベ ル に お い て構造化す る

音楽技法 を、意味論 的な レ ベ ル にお け る小 説 の 意味形成 へ と置き換 え て い る）、マ ス メデ ィ ア と

して の 音楽 （グラ モ フ ォ ン して い る） とい う4 つ の 側面 か ら当該の 章を考察 した後、メデ ィ ア と

して の 言語 とい うテーゼにお い て 、明示的に 名づ けられ た メデ ィ ア （古 い メデ ィ ア か ら新 しい メ

デ ィ ア へ の 移行 、主人公 の病気や老 い 、成熟 、脱技術化 の 過程に見 られ る よ うな物語 ・変容 と し

て の 『魔の 山』）、魔法の 書物 と魔法の プ レー
ヤ

ー箱 （物語 るアル ヒ
ー

ブ と して の レ コ
ー

ド、追憶

の エ レ メ ン トと し て 、カ ス トル プ の 省察が レ コ
ー

ドの ア ル ヒ
ー

ブ と して聴 きと りうる、グ ラモ フ

ォ ン が読む装置 となる〉、蓄音機 の シ ン ボ リ ッ クな媒介 （メデ ィ ア ）機能 （グラ モ フ ォ ン が言語

と音楽、過去 と現在、精神 史的心理学的発展 とメディ ア 史的技術論的な発展 との 間の 交差点 とな

る ）、メ デ ィ ア構造 の 二 重化 と し て
、 グラモ フ ォ ン にお い て は語 り手の 声が 技術 メディ ア に録音

され、再生 され る とき、時代史を文 学的声像と して 反映 させ る。っ ま り、レ コ ー
ド上 の 声 の 再 生

産が言語 に よっ て 再生産 され る と い う二重 の 再 生形 式 を もっ の で ある。『魔の 山』の 当該の 章 を

グラ モ フ ォ ン の 根源的な意味性 か ら遡行 して 主人公 の 語 りの ア ス ペ ク トと して再構成す る とい う、 ．．

非常 に斬新か つ 興味深 い 視点を提 供 し て い る。教養小説 と呼 ばれ る 「教養」 の 内容 も 、
フ ラ ン ス

文明 と ドイ ツ 文 化 の 対立 と捉 え るカ ス トル プ の省 察が 、グラ モ フ ォ ン を媒介に して言語 化 され て

い る とい う指摘が あ っ た 。

ロ ー
ラ

・オ ーヴン デ ン 報告

　エ リーザベ ト ・ラ イ ヒ ャ ル ト作品 に お け る言語 、沈黙、暴力 の ダイナ ミ ズ ム が 、い か に文 学的

に提 示 され て い るか を検証 した。こ うした三 者 の 関係連鎖は、暴力 に よ る 言葉の 封鎖を もた らす

が 、他方で は 「痛ま しい 発話 」 と 「激烈 な レ ジ ス タ ン ス 」 をも包含 し うる．ライ ヒ ャ ル トは、創

出の 出発点 と して様 々 の 「言語喪失 の 諸領域」 や タブーを使用 す る。そ こ で 、言語 喪失や タ ブー

の 起こ りうる主題 と し て 、オー
ス トリア の 「過去の 克服 」 とい う問題 と女性 の 声お よび 主体性 の

問題 （フ ェ ミニ ズ ム ） とい う二 つ の キ ー概念を各作品 に跡付 けてみ た 。 『二 月 の 影』にお け る女
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性 主 人公 の 「痛ま し い 発話」 （脱走兵の 密 告に よる罪の 意識）の 解釈 、『平手打ち （口 ）』 にお け

るセ ク シ ュ ア リテ ィ と暴力 と の錯綜 したデ ィ ス コ
ー

ス の 問題、『酩酊』に お け る 狂気 と女性性の

概念が疑問視 され て い くプ ロ セ ス など、彼女の 作品に 通低するモ チーフ を分析す る こ とに よ り、

さらに はイ ェ リネク 、ミ ッ トグ ッ チ ュ 、シ ュ トレール ヴィ ッ ツ などオ
ー ス トリア現代女性作家た

ち の 社会批判的な問題系 と語 り手の 多重性 の 問題 をも抽出す るこ とが で きた。

（文責 ： 土屋勝彦）
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